
 

「「アアククセセシシブブルルデデザザイインン」」シシンンポポジジウウムム 22000099  
日本の高齢者・障害のある人達への配慮施策の現状と今後 

～新しい日本社会のあるべき姿～ 

開催のご案内 

 

 ２１世紀に入り、日本をはじめ多くの国で、高齢社会への進展が大きな社会課題となってきています。

これまでは、ある特定の利用者を想定し、その人達向けの限られた製品やサービスの開発を行うことに

より、様々な技術や産業の発展が促されてきました。しかし、既に日本が直面している高齢社会では「よ

り多くの人々に利用可能とすること：アクセシブルデザイン」が時代を支える新しいキーワードとなりま

す。 

高齢者や障害のある人達を含めたより多くの人が、それぞれの立場や状況に応じて、使いやすいよう

に配慮された製品やサービス、生活環境の実現が強く求められています。そこで、様々な関係者が、高

齢者・障害のある人達を配慮した社会の実現に向け、適切な情報交換や課題の共有化、共同研究、ル

ール作りなどを行う場として、「アクセシブルデザイン」シンポジウム 2009 を昨年に引き続いて開催しま

す。 

 前半は、2005 年度から行われている「障害者施策総合調査」結果の報告と、多くの人が利用するＷｅｂ

情報のアクセシビリティの実際を画面と音声で示しながら紹介します。後半は、2007 年 11 月に、日本の

提案で、ＩＳＯ内に発足したアクセシブルデザインの標準化を国際的に普及するグループ「ＡＧＡD」の紹

介と共に、日本としてのアクセシブルデザインに関する政策を紹介します。 

 みなさまの、ご来場を心よりお待ちしております。 

＜アクセシブルデザインとは＞ 

  製品やサービス等の一般的な設計プロセスを高齢者や障害者のニーズに配慮して拡張し、利用可能な人の範囲を拡

大することを目指した設計思想に基づいたデザインのこと。 

 

日 時： 平成２１年１月２８日（水） １４：００～１７：３０ 

 

場 所：経済産業省 別館１０階 １０２８号会議室 

     東京都千代田区霞が関１－３－１ 

 

定  員：１３０名 (定員になり次第 締め切らせて頂きます) 

 

参加費：無 料 

 

最寄駅：地下鉄 霞ヶ関駅 C2 出口（徒歩３分） 

       営団地下鉄霞が関駅（丸の内線・日比谷線・千代田線） 

本館へは A12a 出口、別館へは C2 出口が最寄り出口です。 

銀座線は虎ノ門駅 7番出口、都営三田線は内幸町駅日比谷寄り出口が便利です。 

 

主 催： 経済産業省、アクセシブルデザイン推進協議会 

 

共 催：財団法人家電製品協会、財団法人共用品推進機構、財団法人ベターリビング、財団法人交通エ

コロジー・モビリティ財団、独立行政法人製品評価技術基盤機構、財団法人テクノエイド協会、

財団法人日本規格協会、日本福祉用具・生活支援用具協会  （順不同） 

 

 

 

 

 

 



 
 

＜プログラム＞ 

時間 セッション 講   師 ／ 「演   題」 

14:00～14:10 開会挨拶 
経済産業省  

大臣官房審議官（基準認証担当）   廣田 恭一氏  

14:10～14:45 セッション１ 

障害のある人たちの不便さ・望む製品・サービスについて 

－内閣府・障害者施策総合調査を元に－ 

  日本社会事業大学 福祉援助学科 教授  佐藤 久夫氏  

14:45～15:20 セッション２ 
情報アクセシビリティをめぐる国際的な動き 

 東洋大学 教授 山田肇氏 

15:20～15：30 休憩  

15:30～15：55 セッション３ 
情報バリアフリーの現状と実際 

 特例子会社 ＮＴＴクラルティ株式会社 メディア開発部プロデューサー 小高公聡氏 

15：55～16:30 セッション４ 

ＩＳＯ／ＴＣ１５９の新しい動き 

－国際障害者団体との連携とニーズ把握－ 

ＩＳＯ／ＴＣ１５９／ＡGAD コンビナー 佐川賢氏  

16:30～17:05 セッション５ 
アクセシブルデザインの日本の政策と国際標準化 

経済産業省 産業技術環境局 環境生活標準化推進室 室長 相澤幸一氏 

17:05～17:15  質疑応答 

17:20～17:30 閉会挨拶 
経済産業省  

大臣官房審議官（基準認証担当）   廣田 恭一氏 

 

………………………………………お申込み先及びお問合せ先……………………………………… 
＜AD シンポジウム 事務局＞  
財団法人共用品推進機構内   担当 高橋裕子、森川美和 
〒101-0064 東京都千代田区猿楽町２の５の４ ＯＧＡビル 2階 

TEL：(03)5280-0020 FAX：(03)5280-2373  E-mail: h-takahashi@kyoyohin.org 

申込書 

＜申込方法＞ 郵送、FAX または E-mail でお願いします。 

   （お申し込みの際は、上記のお申し込み方法が重ならないようご確認下さい。） 

＊当日は、事前に申込まれた方から優先的に入場できます。 

         ＊要約筆記がございます。 

氏 名                      

所属(会社名又は団体名)： 

TEL： 

FAX： 

連絡先 

E ‒ Mail： 

 手話通訳    ・必要   ・不要 

※ご応募頂いた方の個人情報は、財団法人共用品推進機構が適切に管理し、同シンポジウムのご案内 

以外には利用いたしません。 

 



 
 
■経済産業省 別館までの行き方 

（東京都千代田区霞が関 1-3-1） 


